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應よる勇

頭痛になりやすい人は、首が細長くて

猫背の場合が多い。また、頸椎が前彎

G真 左)している人より、後彎 (同右)
している場合、首筋がいつも張つた状態

で筋肉疲労になりやすく、結果的に頭痛

になりやすいという。(写真提供:く どう

ちあき脳神経外科クリニック)

パソコン作業によつて生じる頭痛は、命

にかかわるようなものではない。そのため、

頭痛のつらさは周囲にはなかなか理解して

もらえず、仮病と思われてしまうことすら

あるようだ。

⑬

職場環境が身体に及ぼす影響を研究してい

る産業医学総合研究所の高橋正也主任研究官

は頭痛と仕事についてこう話す。

「頭痛や花粉症などの症状は命にかかわるよ

うなことはなくても、悩んでいる人は多い。

特にパソコン作業時の頭痛は作業能率を悪く

し、結果的には生産性を落としていることに

企業側も注目しはじめています」

頭痛は本人にとつては本当につらいもの

だ。脳神経外科医の工藤千秋先生はパソコン

作業による頭痛の症状は「いろいろな要素が

混ざり合つた複合的な痛み」と語る。

ディスプレー画面を凝視していると眼球の

表面が乾いて目の奥に痛みを感じるようにな

るが、顔の表面に分布する三叉神経がその痛

みを脳へ伝える。

それだけでなく、無理な入力作業により腕

や肩などの血流が悪

||く なり、乳酸などの

老廃物が蓄積 して生

じる痛みが、首の後
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ろから頭頂部に向かつてのびている大後頭神

経に伝えられる。

「三叉神経と大後頭神経は額のあたりでぶつ

かっています。この2つの神経を伝わる痛み

の発生には、ストレスなども大きな引き金と

なることもあります」(工藤先生)

特にPC作業による頭痛は、耳から上の頭

部が締め付けられるように痛み、肩こりをと

もなうのも特徴だ。目の奥が差し込むように

痛む、あるいは後頭部から首筋が痛むという

ケースもある。

片肘をついて作業しているような人は、悪

い姿勢をとつている側だけ頭痛が生じること

もあると工藤先生は指摘する。

な願量露冬懲董覺P醤様に合った対処法を
高橋さんは「まずは作業環境を整えること

が大切です」とアドバイスする。具体的に

は、◆空調や照明、机、椅子、デイスプレー

の角度などを調節する ◆作業姿勢に気をつ
ける ◆こまめに休憩をとる、などだ。
「自分にできることからやりましょう。実行

できない対策は意味がありません」

また工藤先生は、自分にいちばん合つた緩

和方法を見つけることを提案する。

「市販の鎮痛薬や外用薬を使つてみるのもい

いですし、入浴や鍼灸、アロマテラピーなど

いろいろ試してみるといいでしょう。『もし

痛くなってもこうすればなんとかなる』とい

う安心感があれば、気持ちにも余裕がでてき

ます」
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脳神経外科ク

リニック院長

工藤千秋先生

だが、市販薬を数日から1週間ほど月晨用し

ても頭痛がとれないようなら、脳神経外科な

どを受診することをすすめている。

AゝAHり ソヾコン2003111


